
人間看護学研究　13:1-1(2015)

巻頭言

人間看護学部　学部長
もり　 　 　 　 　 　 　 さとる

森 　 　 　 　敏

　看護界 にお いて も、Evidence-Based　 Nursing(EBN、 科 学的根拠 に基 づ いた

看護)の 重 要性が強調 され るよ うにな った。従来 の経験 に基づ いた看護か ら脱却

し、科 学的 に立 証 され た看護 を提供 して い く努 力が求 め られ て いる。EBNは 、

ケアの質 を確保す るだけで な く、看護 の専門性 を確立 してい く上 で も重要 であ る。

　EBNの エ ビデ ンス は、 調査 や実験 によ り得 られた デー タを統計学 的 に解析 す

る ことによ り得 られ る。具体的 には、 デー タを適切 な検定法で解析 し、有意差 を

確認 すれ ばエ ビデ ンス となる。研究者 はエ ビデ ンスを論文 にま とめて学術誌 に投

稿す る。か くして、 エ ビデ ンスが蓄積 されて い くので ある。

　 そ こで、 看 護 研 究 にお いて は、 統 計 の知 識 ・考 え 方 を身 にっ けて お く こ とが 必

須 とな る。 まず 、 得 られ た デ ー タが 「質 的 デ ー タ」 な の か、 「量 的 デ ー タ」 な の

か を区 別 す る必 要 が あ る。 前 者 は さ らに、 「名 義 デ ー タ」 と 「順 序 デ ー タ」 に分

け られ る。 ア ンケ ー トで よ く用 い られ る 「とて もそ う思 う」 「ど ち らか と い う と

そ う思 う」 「ど ち らか と い う とそ う思 わ な い」 「ま った くそ う思 わ な い」 の4択 で

得 られ る回答 は、 「質 的 デ ー タ(順 序 デ ー タ)」 で あ る。 質 的 デ ー タは平 均 値 を と っ

て も意 味 は な く、t検 定 も適 用 で き な い。

　統計学的検討 と言 えば、SPSSを 使 ってt検 定 やカイニ乗検定 などを行 うことの

よ うに誤解 されが ちであ るが、"SPSSの 使 い方"よ りも基盤 とな る"統計学 の考え

方"を 身 にっ ける ことの方 が重要 であ る。 これ を身 にっ けれ ば、統 計 の誤用 を避

け られ るばか りで な く、結果 の考察 を適切 に行 うことがで き、論文 の質 を高 め る

ことがで きる。記述統計、 ノ ンパ ラメ トリック検定 など も、是非 とも押 さえて お

いて いただ きたい。


